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•注射針先端に大きな電場勾配が生じ、
静電気力が表面張力に打ち勝って、
溶液が荷電液滴となって大気中に放出される。 

•シリンジポンプによって、流量5～20μl/minで
希薄溶液が注射針に送られる。

•注射針には周囲の電極に対して
3～5ｋVの電位が印加される。

エレクトロスプレーイオン化法の原理

エレクトロスプレーイオン化法（ESI）とは、
生体分子・有機分子を非破壊的に、
溶液中から真空中へ導入するソフトなイオン化法である。
大きな分子量を持ち、不揮発性で電荷を帯びる分子の
質量分析にはきわめて有用である。
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蛋白質は20種類のアミノ酸から構成される

酸性溶液中にある蛋白質では、
リシン、ヒスチジン、アルギニンのR基
およびN-末端のアミノ基にプロトンが付加する。





実習に用いる試料

アンジオテンシン I (angiotensin I )
試料濃度 1～10μg/ml 溶媒 メタノール + 純水（1％） + 酢酸
（0.1～1％）

アンジオテンシン (angiotensin) はポリペプチドの一種で、昇圧作用を持
つ生理活性物質である。アンジオテンシンにはI～IVの4種がある。心臓収
縮力を高め、細動脈を収縮させることで血圧を上昇させる。

Angiotensin Iのアミノ酸配列
3文字表記； Asp-Arg-Val-Tyr-Ile-His-Pro-Phe-His-Leu-OH
1文字表記； DRVYIHPFHL
分子量； 1296.48 Da



Angiotensin I の分子構造



アンジオテンシン I (angiotensin I )粉末試料



粉末試料 0.1～1mg 電子天秤で秤量



試料溶液の調製
濃度：～10μg/ml
溶媒：メタノール + 純水（1％） + 酢酸（0.1％）



エレクトロスプレーイオントラップ型質量分析装置
Bruker-Daltonics, HCT-ETD II
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装置は全自動 PC画面上で制御



装置の背面



装置を真空排気するロータリーポンプ



ESIイオン源へ窒素ガスを流入させる





四重極イオントラップへHeガスを流入させる





+

Quadrupole Ion Trap
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検出器



ESIイオン源





エレクトロスプレー導入部



エレクトロスプレー





エレクトロスプレー先端の形状









ESIイオン源





ネブライザーガス導入部



ドライガス導入部





真空導入キャピラリーが閉じた状態



真空導入キャピラリーが開いた状態



四重極イオントラップへHeガスを流入させる



シリンジに試料溶液を入れる



シリンジをシリンジポンプに装着する



シリンジポンプを作動させる



Shutdownから



Standbyへ



さらにOperateへ



マススペクトルが測定される
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